
福島商工会議所
LINE公式アカウント

あづま珠算塾の皆様

新型コロナウイルス関連の給付金・各種補助金・助成金など、
経営に役立つさまざまな情報をタイムリーに発信しています。
ぜひご登録をお願いします。

時代が求める人材を育成しよう
～WEBセミナーや検定試験のいま～

足腰の強い「健都ふくしま」を目指して
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友だち登録は
こちらから

表4

福
島
商
工
会
議
所
報

　ふ
く
し
ま
二
月
号	

令
和
四
年
二
月
十
日（
毎
月
一
回
十
日
発
行
）	

第
八
二
一
号
　
発
行
人  

福
島
市
三
河
南
町
一
ー
二
〇
　
コ
ラ
ッ
セ
ふ
く
し
ま
八
階
　
福
島
商
工
会
議
所
　
☎（
〇
二
四
）五
三
六
ー
五
五
一
一
　
印
刷  

㈱
日
進
堂
印
刷
所

増えました減って

タ
カ
ラ
印
刷
は

型
抜
き（P

itatto

）を
含
め
た

5
S
活
動
の
定
着
で

年
間

作
業
時
間
が

年間休日が
そこそこ

び　っくりするほど

〒960－8141 福島県福島市渡利字絵馬平 86－9　　 024－526－4303　　 024－526－4302
　sky@inaka.co.jp
ご質問・お問い合わせはこちら

工場見学も
お待ちして
おります！

そのひみつはこちらそのひみつはこちら

必要な物だけを型抜きするので“探す”時間0秒
です。いまお使いの文具はもちろん、新品の文具
とのセット販売も承ります。オフィスだけではなく、
工場で使う工具も型抜きできます。

から

5Sを始めてみません
か？
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今月の
表紙
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Information
大波三兄弟そろって勝ち越し［スポーツ］ ９

渋沢栄一と福島経済 ―１世紀前の出会い―［ 特 集 ２］ ６

時代が求める人材を育成しよう
～ WEBセミナーや検定試験のいま～［ 特 集 １］ ２

相馬・米沢広域観光情報［東北中央自動車道がつなぐ］ 16

緑と花のあふれるまちづくり
会員募集中［女性会　圓

まどか

・青年部トピックス］ 15

職場のかんたんメンタルヘルス
第11回　風通しのよい職場づくり［連　　載］ 12

会員事業所さん製造・販売の会議用お弁当紹介［販路開拓］ 13

１月実施事業報告［会議所のうごき］ 14

新型コロナウイルス対策支援情報［新型コロナ対策］ 11

事業復活支援金について［こちら中小企業相談所］ 10

今月の表紙：あづま珠算塾
　ことしで開設から64年を迎え、現在は下野寺教室と八島田教室で43名の生徒が
そろばんを学んでいます。オンライン授業やインスタグラムによる情報発信にも取
り組み、新しい珠算塾のあり方を実践しています。

福島市下野寺字内鉾３-３　℡024-535-4065

第３四半期景況調査［景況調査］ ８

表２

～従業員が裁判員等に選ばれたら～
雇用主の皆様のご理解・ご協力をお願いいたします

福島地方裁判所
からのお知らせ

　平成21年５月に始まった裁判員制度は、制
度施行から12年を経過しました。福島県内に
おいては、これまでに1,300人を超える方々に
裁判員または補充裁判員を務めていただいてお
ります。
　裁判員制度は、県民の皆様の御理解と御協力
に支えられ、概ね順調に運用されているとの評
価をいただいておりますが、幅広い世代の方々
の感覚を刑事裁判に反映していくためには、特
に、裁判員等の63％を占めるお勤めの方に引
き続き参加していただくことが必要と考えてお
り、そのためには、雇用主の皆様の御理解と御
協力が不可欠となっております。
　そこで、福島地方裁判所では、福島商工会議
所と意見交換を重ねた結果、令和元年から、福
島地方裁判所本庁および郡山支部で行われる裁
判員裁判事件において各企業の従業員の方々が
選任された場合には、その従業員の方々を通じ

て、裁判所から雇用主の皆様に、協力依頼文書
をお渡ししております。
　全国的には、裁判員等経験者の97％の方が
「良い経験だった」と評価しているとの調査結果
もあり、貴社の従業員の方々にとっても必ずや
貴重な経験になるものと考えております。
　つきましては、この協力依頼文書を受け取ら
れた場合には、従業員の方々が裁判員裁判に参
加されることについて、できる限りの御協力と
御配慮を賜りますようお願いいたします。
　なお、裁判所では、裁判員等の方々はもちろ
んのこと、雇用主の皆様にも御安心いただける
よう、新型コロナウイルス感染症に対する感染
防止対策を徹底して裁判員裁判を実施しており
ます。

 お問合せ 　福島地方裁判所刑事部裁判員係
　　℡024-534-1203

福島商工会議所会報広告
（2021年6月～2022年3月）

タテ124㎜×ヨコ170㎜

お悩みに合わせた、テレワーク
ソリューションをご提案

テレワーク環境を強化し
たいけど仕事で手一杯テレワークの導入

を任せられる
プロフェッショナル
がいたらなあ

テレワークのお悩みやご不安など、どんなことでも、
お気軽にご相談ください

0120-765-000
K21-00231【2106-2203】

検索 テレワーク導入ガイドブック

テレワーク再開、
以前の課題を
解決できて
いないのに



◇
国
の
助
成
金
を
活
用
し
よ
う

　
国
も
学
ぶ
意
欲
が
あ
る
人
を
後
押
し
し

て
い
ま
す
。
厚
生
労
働
省
や
経
済
産
業
省
、

文
部
科
学
省
等
は
連
携
し
、キ
ャ
リ
ア
相
談

や
学
び
に
か
か
る
費
用
の
支
援
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
事
業
主
に
よ
る
人
材
育
成
へ
の
支
援
に
は

次
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
各
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

・
人
材
開
発
支
援
助
成
金

　
事
業
主
が
従
業
員
に
対
し
て
職
務
に
関

連
し
た
訓
練
を
実
施
し
た
場
合
や
、新
た
に

教
育
訓
練
休
暇
制
度
を
導
入
し
て
、
教
育

訓
練
を
与
え
た
場
合
に
、訓

練
経
費
や
制
度
導
入
経
費

等
の
助
成
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

・
生
産
性
向
上
支
援
訓
練

　
専
門
的
な
知
見
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
す
る

民
間
機
関
等
に
委
託
し
、
事
業
主
の
ニ
ー

ズ
に
応
じ
て
、講
義
だ
け
で
な
く
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
な
ど
効
果
的
な
演
習
を
取
り
入
れ

て
実
施
す
る
訓
練
で
す
。

　
個
別
企
業
の
課
題
に
合
わ
せ
て
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
モ
デ
ル
を
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
す
る
オ
ー

ダ
ー
コ
ー
ス
を
中
心
に
、
規
模
の
小
さ
な

企
業
で
も
利
用
し
や
す
い

オ
ー
プ
ン
コ
ー
ス
も
展
開

さ
れ
て
お
り
、低
コ
ス
ト
で

受
け
ら
れ
ま
す
。

日本商工会議所が運営している「業務の教科書」。
現在業務をされている方、資格取得の勉強中の方
のいずれが読んでもわかりやすい情報が公開中。

 

商
工
会
議
所
の
検
定
試
験
は
７
７
０
０
万

人
の
受
験
実
績
を
誇
る
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て

人
材
育
成
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
も
企
業
、受
験
者
と
も
に
求
め

る
資
格
と
し
て
常
に
評
価
の
高
い
日
商
簿

記
検
定
試
験
。

　
簿
記
の
知
識
は
経
理
ス
タ
ッ
フ
だ
け
に
求

め
ら
れ
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
社
の
利

益
や
経
営
、
財
産
状
況
を
ま
と
め
た
財
務

諸
表
は
い
ま
の
企
業
状
態
を
正
確
に
反
映

し
ま
す
。
自
社
の
い
ま
を
数
字
と
し
て
読

め
る
能
力
を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

　
検
定
試
験
は
従
来
の
紙
ベ
ー
ス
の
試
験

に
加
え
て
、ネ
ッ
ト
試
験
も
設
定
さ
れ
て
受

験
機
会
が
拡
充
さ
れ
て
い
ま
す
。
令
和
４

年
度
の
検
定
試
験
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
4
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
ま
し
た
の
で
、チ
ャ
レ
ン
ジ
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◇
資
格
取
得
か
ら
実
践
・
活
用
へ

　
既
に
日
商
検
定
試
験
に
合
格
し
た
方
を

支
援
す
る
日
商
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
業
務
の

教
科
書
」で
は
実
務
に
役
立
つ
情
報
を
公
開

し
て
い
ま
す
。
実
際
の
業
務
で〝
よ
く
あ
る

業
務
〟
が
わ
か
り
や
す
く
解
説
さ
れ
て
い
ま

す
。

［
コ
ン
テ
ン
ツ
事
例
］

「
労
務
の
仕
事
と
は
」「
債
務
・
債
権
管
理

を
行
お
う
」「
資
金
繰
り
表
を
つ
け
よ
う
」

日
商
検
定
試
験
が

人
材
育
成
に
役
立
ち
ま
す

・
ス
マ
ホ
で
の
視
聴
も
想
定
し
た
画
面
構
成

・〝
g
a
c
c
o
〟（
※
）で
登
録
す
れ
ば
、だ

れ
で
も
無
料
で
受
講
可
能
！

※
大
学
レ
ベ
ル
の
講
義
を
誰
で
も
無
料
で
受
け
ら
れ
る

ウ
ェ
ブ
サ
ー
ビ
ス

詳
し
く
は
こ
ち
ら
を

ご
覧
く
だ
さ
い

3

す
。
視
聴
料
金
は
無
料
で
す
。

　
社
内
研
修
へ
の
導
入
な
ど
積
極
的
に
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ

会
員
サ
ー
ビ
ス
課

☎
5
7
2
︲
7
1
1
6

　企業の成長の源泉は人材力。コロナ禍の今だからこそ、人材育成に力を注ぎ、難局を乗り越
えるための知恵を会社全体で育む必要があります。
　人材育成には時間も費用も掛かるイメージがありますが、オンライン研修などを活用すると自
らにあった情報を必要なタイミングで得ることが可能です。国も各種支援制度を用意して人材
育成を後押ししています。
　今月号は人材育成に役立つオンラインセミナーなどをご紹介するとともに、商工会議所の検
定試験についてお知らせします。

時代が求める人材を育成しよう
～WEBセミナーや検定試験のいま～

◇
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を

　活
用
し
よ
う

　
こ
う
し
た
中
、
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
へ

の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
ネ
ッ
ト
環

画面右上のログインボタンを押し、福島商工会議所
専用ページに進んで下記を入力
ログインID　fcciweb　パスワード　5511

福島商工会議所WEBセミナーのアクセス方法
福島商工会議所ホームページから
WEBセミナーのバナーをクリック

ログイン
↓

金
融
経
済
教
育
推
進
会
議
の

e
ラ
ー
ニ
ン
グ
講
座「
マ
ネ
ビ
タ
」

　
日
本
銀
行
が
事
務

局
を
務
め
る
金
融
経

済
教
育
推
進
会
議
で

は
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
講
座

「
マ
ネ
ビ
タ
」
を
運
営

し
、人
生
を
豊
か
に
す

る
お
金
の
知
恵
を
わ

か
り
や
す
く
解
説
し

て
い
ま
す
。

　
講
座
の
特
徴
は
次
の
通
り
で
す
。

・
本
邦
初
！
金
融
経
済
教
育
に
関
わ
る
官

庁
と
団
体
が
連
携
し
て
作
成
し
た
動
画
教

材・中
立
公
正
な
観
点
か
ら
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー

に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
を
網
羅

・
講
師
は
金
融
経
済
教
育
に
関
わ
る
官
庁
・

団
体
の
専
門
家

・
1
回
の
講
義
は
10
～
15
分
程
度
と
コ
ン
パ

ク
ト

　
い
ま
、学
校
教
育
か
ら
離
れ
た
社
会
人
の

学
び
直
し
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
背
景
に
は
、高
齢
化
や
働
き
方
改
革
、急

速
な
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
の
諸
課
題
に
対
応
で

き
る
人
材
の
不
足
が
、あ
ら
ゆ
る
業
種
・
分

野
で
顕
著
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

　
中
で
も
デ
ジ
タ
ル
に
強
い
人
材
が
少
な
い

た
め
、業
務
を
抜
本
的
に
見
直
す
、デ
ジ
タ

ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン（
Ｄ
Ｘ
）の

推
進
に
難
し
さ
を
感
じ
て
い
る
経
営
者
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
社
会
人
の
学
び
直
し
が
、業
務
効
率
化
や

生
産
性
向
上
、
優
秀
な
人
材
育
成
と
結
び

付
き
、企
業
価
値
を
高
め
る
こ
と
は
確
か
で

す
。
し
か
し
な
が
ら
、従
業
員
が
一
定
期
間

に
職
務
を
離
れ
て
研
修
を
受
け
る
の
は
、さ

ら
な
る
人
手
不
足
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
一
方
で
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
集
合
研

修
開
催
の
見
合
わ
せ
が
相
次
ぎ
、
研
修
機

会
の
確
保
も
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

あ
ら
ゆ
る
分
野
で

人
材
育
成
が
急
務

境
さ
え
あ
れ
ば
気
軽
に
受
講
で
き
る
の
で

積
極
的
に
活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

福
島
商
工
会
議
所
W
E
B
セ
ミ
ナ
ー

　
当
所
で
は
会
員
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
ひ
と
つ

と
し
て
、
W
E
B
セ
ミ
ナ
ー
を
ご
用
意
し

て
会
員
事
業
所
の
皆
様
の
経
営
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。

　
会
社
や
自
宅
に
い
な
が
ら
ネ
ッ
ト
を
経

由
し
て
セ
ミ
ナ
ー
を
い
つ
で
も
視
聴
で
き
ま

す
。
パ
ソ
コ
ン
、
A
n
d
r
o
i
d
端
末

か
ら
ご
利
用
可
能
で
す
。

　
一
般
経
営
か
ら
労
務
、税
務
・
経
理
、デ

ジ
タ
ル
化
、
法
律
、
政
治
・
経
済
な
ど
用
意

し
て
い
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
5
0
0
本
以
上
。

豊
富
な
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
か
ら
自
由
に
選
べ
ま

特 集

2

特 集



O
L
D

　i
s

　N
E
W

　そ
ろ
ば
ん
塾
の
い
ま

　子
ど
も
の
習
い
事
と
し
て
古
く
か
ら
親

し
ま
れ
て
い
る
そ
ろ
ば
ん
。

　少
子
化
な
ど
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
さ

を
増
す
中
、
I
C
T
（
情
報
通
信
技
術
）

を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
変
化
に
対
応
し

て
い
る
珠
算
塾
が
あ
り
ま
す
。

　市
内
下
野
寺
で
珠
算
塾
を
運
営
す
る
、

あ
づ
ま
珠
算
塾
の
大
石
恵
美
子
先
生（
58
）

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

◇
開
塾
か
ら
64
年

　当
珠
算
塾
は
1
9
5
8
年（
昭
和
33
年
）

4
月
に
開
塾
し
、多
く
の
生
徒
を
送
り
出
し

て
き
ま
し
た
。
現
在
は
小
学
生
を
中
心
に

43
名
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。

◇
あ
き
ら
め
な
い
大
人
に
育
っ
て
ほ
し
い

　こ
れ
ま
で
授
業
を
担
当
し
て
き
た
指
導

者
の
体
調
不
良
を
受
け
て
、昨
年
か
ら
私
が

本
格
的
に
指
導
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　生
徒
に
対
し
て
は
、
常
に
目
標
を
持
っ
て

練
習
に
励
む
よ
う
声
を
掛
け
て
い
ま
す
。

何
事
に
も
全
力
で
取
り
組
み
、あ
き
ら
め
ず

に
続
け
る
大
人
に
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
望

ん
で
い
ま
す
。

　指
導
者
と
し
て
は
ま
だ
ま
だ
発
展
途
上

で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
集
合
研
修
へ
の
参
加
が

難
し
い
の
で
、オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
会
や
講
習

会
に
積
極
的
に
参
加
し
て
自
己
啓
発
に
励

も
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◇
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
展
開

　2
0
2
0
年（
令
和
2
年
）4
月
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
を
受
け
た
緊

急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
、
対
面
授
業
の
休

止
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　生
徒
が
そ
ろ
ば
ん
に
触
れ
る
機
会
が
無

く
な
っ
て
ほ
し
く
な
い
と
の
思
い
か
ら
、
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
に
初
め
て
取
り
組
み
ま
し

た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ー
ル
の
設
定
な
ど
、わ

か
ら
な
い
こ
と
は
娘
が
助
け
て
く
れ
ま
し

た
。
Z
O
O
M
の
ア
カ
ウ
ン
ト
を
開
設
し
、

手
探
り
で
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

　生
徒
の
反
応
が
わ
か
ら
ず
に
大
変
苦
労

し
ま
し
た
が
、生
徒
も
同
じ
気
持
ち
だ
っ
た

ろ
う
と
思
い
ま
す
。
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
を

そ
の
ま
ま
に
し
て
進
め
な
い
よ
う
配
慮
す
る

の
が
難
し
か
っ
た
で
す
。

　現
在
は
、
検
定
試
験
対
策
な
ど
の
特
別

練
習
会
で
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
大
み
そ
か
も
元
日
も
、30
分
だ
け
で
す

が
、オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
行
い
ま
し
た
。
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
は
試
行
錯
誤
の
連
続
で
す
。

◇
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
情
報
発
信

　10
年
ほ
ど
前
に
ブ
ロ
グ
を
開
設
し
て
塾

の
様
子
な
ど
を
伝
え
て
き
ま
し
た
が
、ス
マ

ホ
の
買
い
替
え
を
契
機
に
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

に
よ
る
情
報
発
信
を
週
1
回
ペ
ー
ス
で
始

め
ま
し
た
。

　新
聞
を
購
読
し
な
い
保
護
者
も
増
え
、生

徒
募
集
の
手
段
も
変
え
る
必
要
が
あ
り
ま

し
た
。
塾
周
辺
地
域
の
小
学
校
名
を
ハ
ッ

シ
ュ
タ
グ
に
付
け
て
発
信
す
る
こ
と
で
、こ

れ
か
ら
習
い
事
を
考
え
て
い
る
保
護
者
に

も
響
く
の
で
は
と
考
え
て
い
ま
す
。

　私
自
身
が
デ
ジ
タ
ル
化
と
向
き
合
い
、意

識
が
変
わ
り
ま
し
た
。
デ
ジ
タ
ル
と
ア
ナ
ロ

グ
を
上
手
に
活
用
し
な
が
ら
、時
代
に
対
応

し
た
そ
ろ
ば
ん
塾
を
運
営
し
て
い
こ
う
と

思
い
ま
す
。

あ
づ
ま
珠
算
塾

下
野
寺
字
内
鉾
3︲3

☎
5
3
5
︲
4
0
6
5

そろばんに触れる機会を確保しようと、年末年始
も休まずにオンライン授業を行う大石先生（パソ
コン画面）。

=画像・生徒提供=

［Instagram］

福島珠算連盟
～脳を鍛え高い計算力と一生の宝 暗算力を身につけよう!!～

日商珠算検定の施行や、日本珠算連盟主催の検定試験を推奨している他、各種大会の運営を通じてそろばんの普及に努めています。
◆加盟塾一覧
　清水速算塾（渡利教室・521-2846）　雨田珠算塾（保原教室・583-2339）
　佐藤珠算塾（梁川教室・577-0169）　あづま珠算塾（八島田／下野寺教室・535-4065）　
　野田英語そろばん学院（川俣／みなふく／飯野教室・566-5521）
　松崎そろばん☆数学教室（瀬上／笹谷／藤田教室・553-4362）　そろばん教室ブレイン（泉教室・559-4722）
　そろばんプラス（桑折／保原／鎌田教室・050-3690-1188）

－事務局／当所総務課・572-7115－　　　 　

3,485,962,47
5

459,001,856,963624,035 9,795,064

生徒募集中!!

5 4
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福島営業店 ℡024‒526‒1530お気軽に
 ご連絡ください！

協会HPでチェック！

資金
調達 創業 事業

承継 etc...

保 証 協 会 にお任せください！

経営に関する
ご相談は・・・

◇日本商工会議所および各地商工会議所主催 検定試験　※申込期間はホームページで最新情報をご確認ください。
検定試験 回　数 施行級 申込期間（予定） 試 験 日 受験料（税込）

日商簿記（筆記）
＝統一試験＝

161回 １・２・３級  ４/25（月）～ ５/16（月）  ６/12（日） １級 7,850円

162回 １・２・３級 10/ ４（火）～10/24（月） 11/20（日） ２級 4,720円

163回 ２・３級  １/10（火）～ １/30（月）  ２/26（日） ３級 2,850円

統一試験は６、11、２月（１級を除く）の全国統一試験日に、ペーパーで実施する試験です。

日商簿記（ネット）
＝ネット試験＝ ２・３級 施行日は各ネット試験会場が決定します。

２級 4,720円

３級 2,850円

リテールマーケティング（販売士）
＝ネット試験＝ １・２・３級 施行日は各ネット試験会場が決定します。

１級 7,850円

２級 5,770円

３級 4,200円

ネット試験は各地商工会議所管内のネット試験会場でパソコンを使用し、インターネットを介して随時施行する試験です。
試験日時は各ネット試験会場が定めた日時となります。

お問合せ
日商簿記（筆記） ＝統一＝ 福島商工会議所経営支援課　℡024-536-3900

ネット試験 日本商工会議所検定情報ダイヤル　℡050-5541-8600（平日９～20時）
https://www.kentei.ne.jp/

◇東京商工会議所検定試験
　東京商工会議所が主催する６つの検定試験は２つの方法から受験することができます。

IBT（Internet Based Test） インターネットを通じてご自身のパソコンで受験する方式です。試験期間内のご都合の良い
日時を選び、ご自宅や会社等でご自身のパソコンから受験が可能です。

CBT（Computer Based Test） 全国47都道府県にある300箇所以上のテストセンターにあるコンピューターを使った試験
方式です。受験に必要なパソコン、ヘッドセットなどは会場が用意します。

試験日程 ３月公表予定です。詳しくは東京商工会議所検定センターホームページでご確認ください。

受験料（税込） CBT方式は下記金額に事務手数料として2,200円が追加されます。

カラー
コーディネーター ビジネス実務法務 福祉住環境

コーディネーター BATIC 環境社会検定
（eco検定） ビジネスマネジャー

アドバンスクラス
7,700円

スタンダードクラス
5,500円

２級 7,700円
３級 5,500円

２級 7,700円
３級 5,500円

級の設定なし
5,500円

級の設定なし
5,500円

級の設定なし
7,700円

お申込み 東京商工会議所検定センターのホームページから受験を希望する検定試験の項目に進んでください。
受験に関する詳細をよくご覧の上、お申込みください。

お問合せ 東京商工会議所検定センター　℡03-3989-0777（平日10～18時）　https://www.kentei.org/

2022年度（令和４年度）主な検定試験　施行日・受験料
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大正６年（1917年）10月視察における渋沢栄一の福島市内での行程
12日　夜、福島駅着
13日　午前中、二宮市長の案内で下記事業所を視察。
　　　  玉糸改良会社（清明町）、共同生糸荷造所（大町）、福島羽二重会社（森合）、福島製陶

会社（御山町）
　　　 正午から松葉館（現・杉妻会館）で銀行団の歓迎午餐会に参加。
　　　 午後、米沢へ向けて出発。
21日　夜、福島駅着。川崎知事が出迎え、飯坂に宿泊。
22日　13時から県知事との意見交換
23日　 富国館製糸場（笹木野）を視察後、10時過ぎに福島を離れる。二宮市長、内池三十郎氏、
　　　 大島要三氏が見送る。
資料：「渋沢栄一伝記資料」デジタル版（渋沢栄一記念財団）、
　　　国立国会図書館デジタルライブラリー　協力：菅野淳一氏

式
会
社
が
相
次
い
で
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
福

島
市
が
誕
生
し
た
の
も
こ
の
年
で
す
。

　
大
正
６
年
の
視
察
行
程
表
に
は
、
渋
沢
が

製
糸
業
を
中
心
に
精
力
的
に
視
察
を
行
っ
た

記
録
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
残
念
な
が
ら
行
程
表
に
出
て
く
る
事
業
所

は
既
に
あ
り
ま
せ
ん
が
、
午
餐
会
の
会
場
と

な
っ
た
松
葉
館
は
現
在
の
杉
妻
会
館
と
し
て

今
も
県
内
外
の
お
客
を
出
迎
え
て
い
ま
す
。

◇
渋
沢
ｍ
ｅ
ｅ
ｔ
ｓ〝
福
島
の
渋
沢
栄
一
〟

　
渋
沢
の
福
島
視
察
最
終
日
。
見
送
り
人
の

中
に
内
池
三
十
郎
と
大
島
要
三
の
名
前
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
二
人
こ
そ
福
島
商
工
会
議
所

設
立
の
立
役
者
で
す
。

　
大
正
４
年
に
福
島
商
業
会
議
所（
現
在
の
福

島
商
工
会
議
所
）設
立
に
関
す
る
協
議
会
が
開

催
さ
れ
、
両
氏
を
は
じ
め
市
内
財
界
人
が
奔

走
し
た
結
果
、
大
正
６
年
７
月
28
日
に
福
島

商
工
会
議
所
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
島
氏
は
埼
玉
県
出
身
。
福
島
電
灯
株
式

会
社
、
福
島
羽
二
重
株
式
会
社
の
監
査
役
、

福
島
瓦
斯
株
式
会
社
、
福
島
民
友
新
聞
株
式

会
社
の
社
長
、
信
達
軌
道
株
式
会
社
の
取
締

役
に
も
就
任
し
た
ほ
か
衆
議
院
議
員
も
務
め

ま
し
た
。

　
ま
た
、
福
島
商
工
会
議
所
２
代
・
６
代
会

頭
を
務
め
た
ほ
か
、
Ｊ
Ｒ
Ａ
福
島
競
馬
場
の

誘
致
に
も
尽
力
し
ま
し
た
。

　
鉄
道
、
電
力
、

産
業
、
政
治
な
ど

多
方
面
で
の
大
島

の
活
躍
は
、“
福

島
の
渋
沢
栄
一
”と

評
し
て
も
過
言
で
は
な
い
大
き
な
軌
跡
を
福

島
市
に
残
し
ま
し
た
。

　
日
本
資
本
主
義
の
父
・
渋
沢
栄
一
と
大
島

要
三
は
ど
ん
な
未
来
を
語
り
合
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。

◇
１
０
０
年
企
業
の
不
易
流
行

　
話
は
再
び
、
内
池
醸
造
へ
戻
り
ま
す
。

　
文
久
元（
１
８
６
１
）年
創
業
の
同
社
は
味

噌
・
醤
油
の
醸
造
元
と
し
て
時
を
刻
ん
で
き
ま

し
た
。

　
こ
の
１
６
０
年
間
で
日
本
人
の
食
生
活
は

大
き
く
変
化
・
多
様
化
し
ま
し
た
。

　
浩
会
長
に
よ
る
と
同
社
製
品
に
お
け
る
味

噌
・
醤
油
の
割
合
は
現
在
、
２
割
ほ
ど
。
残

り
を
た
れ
・
つ
ゆ
、
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
な
ど
の

調
味
料
が
占
め
て
い
ま
す
。
簡
便
さ
と
高
品

質
な
加
工
食
品
へ
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め

に
、
発
酵
食
品
を
作
り
続
け
て
き
た
伝
統
と

技
術
を
ベ
ー
ス
に
新
た
な
味
の
創
造
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
同
社
の
経
営
理
念「
不
易
流
行
」を
崇
社
長

参
考
資
料

『
現
代
語
訳 

論
語
と
算
盤
』（
守
屋
淳
、渋
沢
栄
一
、

ち
く
ま
新
書
）、『
勇
気
堂
々
』（
城
山
三
郎
、
新

潮
社
）、『
福
島
市
史
』（
福
島
市
教
育
委
員
会
）、

『
福
島
民
報
百
年
史
』、『
福
島
民
友
新
聞
百
年

史
』、『
ふ
く
る
通
信
』（
福
島
市
観
光
案
内
所
）、

『
福
島
商
工
会
議
所
50
年
史
』ほ
か

同
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

大島要三

渋沢が視察した富国館製糸場は大
正５年開設。景気後退と時局の要
請で昭和19年に沖電気に譲渡さ
れ、現在はOKIシンフォテック㈱
が操業しています。

は
次
の
よ
う
に
解
説
し
ま
す
。

　「
味
噌
と
醤
油
が
台
所
の
お
母
さ
ん
の
味
を

支
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
地
域
の
味
覚
に
つ

な
が
り
ま
す
。
わ
が
社
に
と
っ
て
変
え
て
は

い
け
な
い
も
の
で
す
。

　
い
ま
は
醤
油
そ
の
も
の
で
は
な
く
、“
醤
油

味
”が
買
い
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
お
客
様
の

「
お
い
し
い
」を
実
現
す
る
た
め
に
品
質
の
高

い
醤
油
で
応
え
る
と
と
も
に
、
商
品
の
魅
力

を
ど
う
伝
え
て
お
届
け
す
る
か
日
々
研
さ
ん

し
て
い
ま
す
」

　
渋
沢
栄
一
は「
長
所
を
発
揮
す
る
よ
う
に
努

力
せ
よ
」と
の
言
葉
を
遺
し
て
い
ま
す
。
１
世

紀
を
超
え
る
老
舗
企
業
は
い
ま
、
醸
造
技
術

を
さ
ら
に
深
化
さ
せ
て
社
会
に
貢
献
す
る
挑

戦
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

内
池
醸
造
株
式
会
社

福
島
市
瀬
上
町
字
西
上
新
田
１
―
７

℡
０
２
４
―
５
５
４
―
６
５
８
１

※ 会社名後ろのカッコ内の地名は現在の
ものを紹介しております。

6

特 集

　
当
所
議
員
事
業
所
の
内
池
醸
造
株
式
会
社

か
ら
昨
年
12
月
、「
日
本
資
本
主
義
の
父
」渋

沢
栄
一
直
筆
の
手
紙
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　
渋
沢
が
手
紙
を
投
函
し
た
明
治
後
期
か
ら

大
正
期
は
福
島
経
済
の
黎
明
期
。
大
正
６

（
１
９
１
７
）年
に
は
福
島
商
工
会
議
所
が
設

立
さ
れ
、
地
域
経
済
の
発
展
に
向
け
て
歩
み

始
め
ま
し
た
。

　
手
紙
の
発
見
を
き
っ
か
け
に
調
べ
る
と
、

福
島
市
の
当
時
の
経
済
人
が
渋
沢
栄
一
と
直

接
会
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
１

世
紀
前
の
福
島
と
渋
沢
栄
一
の
つ
な
が
り
、

そ
し
て
現
在
へ
の
軌
跡
を
た
ど
り
ま
し
た
。

◇
10
通
の
直
筆
の
手
紙

　
渋
沢
栄
一
か
ら
の
手
紙
10
通
は
昨
年
12
月
、
内

池
家
の
関
係
す
る
建
物
か
ら
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　
内
池
浩
会
長
と
崇
社
長
は
、
福
島
県
歴
史

資
料
館
に
手
紙
の
鑑
定
を
依
頼
。
調
査
の
結

果
、
手
紙
は
す
べ
て
渋
沢
本
人
の
直
筆
で
あ

る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

　
手
紙
は
、
明
治
後
期
か
ら
大
正
期
に
か
け

て
、
内
池
家
９
代
目
の
内
池
三
十
郎
氏
宛
て

に
投
函
さ
れ
た
私
的
な
礼
状
や
紹
介
状
で
し

た
。

　
内
池
三
十
郎
は
、
当
時
あ
っ
た
福
島
第
百
七

銀
行
の
頭
取
を
明
治
40（
１
９
０
７
）年
か
ら

大
正
10（
１
９
２
１
）年
ま
で
務
め
る
な
ど
福

島
の
経
済
界
を
け
ん
引
し
た
財
界
人
で
し
た
。

◇
渋
沢
の
激
励
に
感
激
し
た
親
心

　
手
紙
を
調
査
し
た
県
歴
史
資
料
館
に
よ
る

と
10
通
の
う
ち
８
通
が
礼
状
、
２
通
が
人
物

紹
介
状
で
し
た
。
資
料
館
が
注
目
し
た
の
は

額
装
さ
れ
た
１
通
の
礼
状
で
す
。

　
そ
れ
は
、
三
十
郎
の
長
男
で
大
正
・
昭
和

初
期
に
経
済
学
者
と
し
て
活
躍
し
た
内
池
廉

吉
氏
が
著
し
た
論
文
を
渋
沢
へ
贈
呈
し
た
こ

と
に
対
す
る
御
礼
で
し
た
。

　
東
京
高
等
商
業
学
校（
現
・
一
橋
大
学
）教

授
を
務
め
た
廉
吉
が『
倉
庫
経
営
論
』を
発
刊

し
た
の
は
明
治
41（
１
９
０
８
）年
６
月
。
父
・

三
十
郎
は
財
界
活
動
を
通
じ
て
交
流
が
あ
っ

た
と
推
察
さ
れ
る
渋
沢
に
息
子
・
廉
吉
の
著

書
を
贈
呈
。
そ
の
礼
状
を
渋
沢
が
書
き
綴
っ

た
の
で
し
た
。

　
浩
会
長
は
先
祖
の
気
持
ち
を
次
の
よ
う
に

推
し
量
り
ま
す
。

　「
名
声
の
高
か
っ
た
渋
沢
か
ら
息
子
の
活
躍

を
認
め
ら
れ
た
三
十
郎
は
き
っ
と
嬉
し
か
っ

た
に
違
い
な
い
。
だ
か
ら
丁
寧
に
額
装
し
て

そ
の
名
誉
を
後
世
に
残
そ
う
と
思
っ
た
の
で

は
な
い
か
」。

　
そ
の
後
、
手
紙
の
存
在
は
引
っ
越
し
な
ど

の
際
に
忘
れ
ら
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
渋
沢

を
主
人
公
に
し
た
大
河
ド
ラ
マ
の
放
映
年
に

直
筆
の
手
紙
が
出
て
き
た
こ
と
に
は
感
慨
深

い
も
の
が
あ
る
と
浩
会
長
は
続
け
ま
す
。

　
廉
吉
の
神
戸
高
等
商
業
学
校（
現
・
神
戸
大

学
）時
代
の
教
え
子
に
は
出
光
興
産
創
始
者
の

出
光
佐
三
が
お
り
、
日
本
経
済
の
大
き
な
軌

跡
に
内
池
家
が
連
な
っ
て
い
る
こ
と
に
対
し

て
、
崇
社
長
は「
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
」と

話
し
ま
す
。

◇
１
０
５
年
前
の
行
程
表

　
渋
沢
栄
一
は
地
域
の
発
展
が
国
家
の
繁
栄

に
つ
な
が
る
と
の
強
い
信
念
を
持
っ
て
い
ま

し
た
。

　
東
北
の
玄
関
口
・
福
島
県
は
常
磐
炭
鉱
や

豊
か
な
水
資
源
を
抱
え
、
渋
沢
は
鉄
道
整
備

を
は
じ
め
と
し
た
本
県
発
展
の
必
要
性
に
着

目
し
て
い
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
明
治
政
府
は
、
凶
作
に
翻
弄
さ
れ
る
東
北

の
稲
作
に
依
存
し
た
経
済
構
造
を
脱
却
さ
せ

る
た
め
、
大
正
２（
１
９
１
３
）年
に
原
敬
が

財
界
に
呼
び
掛
け
て「
東
北
振
興
会
」を
設
立

し
、
渋
沢
が
代
表
を
務
め
ま
し
た
。

　
４
年
後
の
大
正
６
年
10
月
６
日
、
渋
沢
は

18
日
間
に
わ
た
る
東
北
地
方
の
巡
回
を
開
始
。

東
北
６
県
を
視
察
し
、
各
地
で
東
北
振
興
の

必
要
性
を
説
き
ま
し
た
。

　「
渋
沢
栄
一
伝
記
資
料
」に
は
、
渋
沢
が
東

京
と
の
往
路
・
復
路
そ
れ
ぞ
れ
で
福
島
市
の

産
業
を
視
察
し
た
記
録
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
福
島
市
に
は
明
治
40（
１
９
０
７
）年
、
洋

式
の
機
械
が
導
入
さ
れ
た
製
糸
工
場
で
あ
る

福
島
羽
二
重
株
式
会
社
と
玉
糸
改
良
製
糸
株

渋
沢
栄
一
の
手
紙
を
手
に
す
る
内
池
醸
造
㈱
内
池
浩
会
長

（
左
）と
崇
社
長

第
２
特
集

渋
沢
栄
一
と
福
島
経
済

１
世
紀
前
の
出
会
い

渋沢栄一
（出典：国立国会図書館）
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スポーツ

令和４年度ふくしま産業応援ファンド事業　公募のお知らせ

新商品・新技術等の開発、調査・分析、販路開拓に新商品・新技術等の開発、調査・分析、販路開拓に
係る経費の一部を助成します係る経費の一部を助成します

■　公 募 期 間　令和４年２月16日（水）～３月31日（木）
　　　　　　　　※�次回公募については、今回の採択額が予算額に達しない場合には令和４年４月下旬～５月末

での実施、予算額に達した場合には令和４年８月中旬～９月末での実施を予定しています。
■　事 業 期 間　交付決定日（５月上旬予定）～令和５年１月31日まで　
　　　　　　　　（販路開拓事業は令和５年３月20日まで）
■　助成上限額　技術開発事業　500万円
　　　　　　　　事業可能性等調査事業、販路開拓事業、中小企業育成支援事業　100万円
■　助　成　率　助成対象経費の２分の１以内
　　　　　　　　（中小企業育成支援事業は助成対象経費の10分の10以内）

　県内中小企業者の皆様の新製品・新技術及びその構想について、市場調査、事業可能性調査及び開発並びに
販路開拓について支援することにより、新産業の創造、新規市場の開拓、未開拓市場への参入を促進し、本県
産業の活性化、本県産業の自立的発展を図るために実施するものです。
　詳しくは、当センターWebサイトをご覧ください。
※当センターWebサイト　https://fukushima-techno.com/

お問合せ先：（公財）福島県産業振興センター　技術支援部技術総務課　
　　　　　　〒963-0215　郡山市待池台１-12 福島県ハイテクプラザ内　TEL024-959-1929

テクノ・コム 検�索

　
１
月
23
日
ま
で
東
京
・
両
国
の
国
技
館
で
開

催
さ
れ
た
大
相
撲
１
月
場
所
で
、
福
島
市
出
身

の
力
士
、
大
波
三
兄
弟
が
そ
ろ
っ
て
勝
ち
越
し

を
果
た
し
ま
し
た
。

　
東
前
頭
筆
頭
の
三
男
・
若
隆
景
関
は
９
勝
６

敗
と
し
、
令
和
３
年
７
月
の
名
古
屋
場
所
以
来

の
三
役
復
帰
を
確
実
に
し
ま
し
た
。
状
況
次
第

で
は
関
脇
と
な
り
、
祖
父
の
若
葉
山（
元
小
結
）

を
超
え
ま
す
。

　
１
月
場
所
で
新
入
幕
を
果
た
し
た
二
男
・
若

元
春
関
も
９
勝
６
敗
で
勝
ち
越
し
。
中
日
か
ら

は
、
当
所
に
事
務
局
を
置
く「
大
相
撲
大
波
三
兄

弟
福
島
後
援
会
」が
贈
っ
た
化
粧
ま
わ
し（
写

真
）で
土
俵
入
り
。
刺
繡
さ
れ
た
獅
子
舞
に
負
け

な
い
力
強
い
相
撲
を
披
露
し
ま
し
た
。

熱
い
土
俵
で
福
島
の
元
気
を
発
信

大
波
三
兄
弟

そ
ろ
っ
て
勝
ち
越
し

　
東
幕
下
17
枚
目
の
長
男
・
若
隆
元
も
４
勝
３

敗
で
勝
ち
越
し
、
十
両
昇
進
の
可
能
性
を
伺
う

地
位
へ
の
番
付
上
昇
に
期
待
が
か
か
り
ま
す
。

　
ご
両
親
の
政
志
さ
ん
、
文
子
さ
ん
に
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

　「
初
め
て
３
人
そ
ろ
っ
て
同
じ
日
に
勝
ち
越
し
、

本
当
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
息
子
た
ち
が
相
撲

を
始
め
て
早
20
年
。
多
く
の
人
に
出
会
い
、
助

け
ら
れ
、
育
て
て
い
た
だ
き
、
大
き
く
成
長
し
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
応
援
で
背
中
を
押

し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。」

　
注
目
の
三
月
場
所
の
新
番
付
は
２
月
28
日
に

発
表
さ
れ
、
３
月
13
日
か
ら
エ
デ
ィ
オ
ン
ア

リ
ー
ナ
大
阪（
大
阪
府
立
体
育
会
館
）で
始
ま
り

ま
す
。

　
後
援
会
で
は
今
後
、
応
援
ツ
ア
ー
な
ど
を
実

施
し
て
、
更
な
る
応
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
皆
様
も
ぜ
ひ
ご
入
会
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

後援会　会員募集中
　大相撲大波三兄弟福島後援会では会員を
随時募集中です。熱い相撲で土俵を沸かせる
大波三兄弟にエールを送りませんか。
お問合せ　総務課　℡572-7115

（
右
上
か
ら
時
計
回
り
に
）

若
隆
景
関
、
若
元
春
関
、
若
隆
元

写
真
提
供
・
津
田
有
希
子
氏

（
神
奈
川
県
川
崎
市
在
住
）
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中小企業景況調査結果

［今期の調査概要］
福島市内会員事業所

95社（回答率91.3％）
・製造業　　　22件
・建設業　　　12件
・卸売業　　　15件
・小売業　　　24件
・サービス業　22件

中小企業
景況調査結果

全業種で原材料価格等の上昇・原材料不足による深刻な影響
　新型コロナウイルスの影響により依然として厳しい状況が続いて
いるものの、売上・業況は前期より改善した。調査時点では第5波が
収束していたことから、来期の回復を見込む回答は前回より多かった
ものの、オミクロン株の急拡大による第6波の影響が懸念される。
　直面する経営の問題として、全業種でコロナ禍による需要の停滞を
挙げたほか、製造業では「原材料価格の上昇」に加え「原材料の不足」が
新たな上位課題となった。他業種でも「材料価格の上昇」（建設業）、「仕
入単価の上昇」（卸売業）が新たな上位課題となり、原材料等の価格上
昇を販売価格に転嫁できないことによる経営の悪化が懸念される。

この調査は、福島商工会議所管内の景気動向
を把握するために、四半期毎の景況を会員企
業から回答していただき、集計値をDIで表
示しているものです。次回は5月号でご報告
します。

製造業
22件
23％

建設業
12件
13％卸売業

15件
16%

小売業
24件
25%

サービス業
22件
23%

「建設業」のコメント
①東日本大震災後10年間は忙しかったが、震災前
の水準またはそれ以下に戻ったように感じる。

②建築物件の減少に加え、資材・機材の値上げお
よび納期の遅れなど調達に支障をきたすように
なってきている。

「卸売業」のコメント
①コロナ不況と言われているが、人員募集に対する
応募も少なく、人手不足感がある。

②輸送コストの上昇や原材料高騰による取扱い商品
の値上げの影響を懸念している。

「小売業」のコメント
①ドラッグストアや競合店が相次いでオープンし
収益が悪化しているほか、最低賃金の上昇が賞与
に大きな影響を及ぼしている。

②海外（東南アジア）の部品供給不足のため、販売
車両が需給に追いつかない。

「サービス業」のコメント
①GoToトラベルや県民割の有無に影響を受ける
ため、この先どうなるかまったく見通せない。

調査対象期間
2021年10～12月期

「製造業」のコメント
①原材料の値上げを迫られており、利益確保が課題。
②インク・紙など資材すべての値上げまたは値上げ
予定だが、販売価格に転嫁できない状況。

③鋼材に関しては発注後の納期が遅く、工程の変更
を余儀なくされている。

調査項目 比較方法 DI値/割合
（前回DI値） 状　況

売　　上 （前 期 比） 0
（▲25.3） 前期比25.3ポイント増加　↑

業　　況

（前 期 比） ▲10.5
（▲26.3） 前期比15.8ポイント増加　↑

（今　　期） ▲33.7
（▲46.3） 前期比12.6ポイント増加　↑

（来期予測） ▲9.5
（▲11.6） 前期比2.1ポイント増加　　↑

採　　算
（前年同期比） ▲36.8

（▲29.5） 前期比7.3ポイント減少　　↓

（来期予測） ▲26.3
（▲34.7） 前期比8.4ポイント増加　　↑

設備投資 （実施した割合） 27.4％
（27.4％） 前期から増減なし　　　　 →

従業員
（過　　剰） 27.4％

（26.3％） 前期から1.1ポイント増加　↑

（不　　足） 10.5％
（9.5％） 前期から1.0ポイント増加　↑

業種
2021年度第３期

今期（2021年10月～12月） 前期比

製造業

１位 原材料価格の上昇 →
２位 需要の停滞 →
３位 原材料の不足 ↑

建設業

１位 材料価格の上昇 ↑
２位 官公需要の停滞 →
３位 民間需要の停滞 →

卸売業

１位 需要の停滞 →
２位 仕入単価の上昇 ↑
３位

人件費以外の経費の増加
メーカーの進出による競争の激化

↑
→

小売業

１位 需要の停滞 →
２位 消費者ニーズの変化への対応 →
３位 大型店・中型店の進出による競争の激化 ↑

サービス
業

１位 需要の停滞 →
２位 熟練従業員の確保難 → 
３位 従業員の確保難 ↑

直面している経営上の問題点と各業界からのコメント　原材料高騰による影響が顕著

前期と比べて　↑：上昇　↓：下降　→：変動なし　 →：やや上昇　→ ：やや下降
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こちら中小企業相談所

福島税務署からのお知らせ
申告書の作成・送信は自宅で
国税庁ホームページから！
○パソコン、スマートフォンなど
から画面の案内に従って金額な
どを入力するだけで、申告書が
作成できます。

※詳しくはインターネットで「確
定申告」と検索してください。

○会　場　ウィル福島アクティおろしまち（鎌田字卸町10-１）
○期　間　令和４年２月16日（水）～３月15日（火）まで
　　　　　（土・日・祝日を除く。ただし、２月20日（日）・27日（日）は開設します）
○時　間　午前９時30分～午後４時
※会場の混雑緩和のため、入場には「入場整理券」が必要です。
　入場整理券は会場で当日配布しますが、LINEを通じたオンライン
による事前発行も可能です。
　なお、入場整理券の配付状況に応じて、後日の来場をお願いする
ことがあります。

確定申告書作成会場のお知らせ

福島県非常事態宣言が発出中!!　事業者への支援制度　１月31日現在

訂正とお詫び
　１月号の「こちら中小企業相談所」に掲載しました『令和３年分所得税決算・確定申告の個別相談のご案内』の中で、
「❷営業所得以外の申告」について「※税理士確認は対象外」と誤って記載しておりました。
　正しくは、誌面冒頭に記載の通り、当所が依頼する税理士にすべて確認をいただきます。ここに訂正してお詫び申
し上げます。

　福島県全域には２月20日までまん延防止等重点措置が適用されるとともに、県独自の非常事態宣言が発令されて
います。改めて強い危機感を持って、感染拡大防止の徹底をお願いします。
　時短要請に協力いただいた飲食店等の事業者には協力金が支給されるとともに、売上の減少した中小企業者（飲食
店等に限りません）に対する一時金が設けられましたので、該当する事業者の方はご活用ください。
　各種支援制度のご利用についてご不明な方は当所経営支援課（℡024-536-3900）へお気軽にお問合せください。

まん延防止等重点措置区域における
時短要請協力金

売上の減少した中小事業者に対する
一時金（本県版一時金第４弾）

対象事業者 令和４年１月まん延防止等重点措置による営業
期間短縮要請に協力する飲食店等

飲食店の時短営業および感染症の拡大や長期化
の影響により、令和４年１月または２月の売上
高が過去３年のいずれかの同月と比較して30％
以上減少した中小法人・個人事業者等

交 付 額 ①売上高方式の場合 2.5万円～10万円／日
②売上高減少方式の場合　最大20万円／日 一律20万円

申請期間
早期支給分　２月１日（火）～２月10日（木）

【交付額は一律30万円】
本申請期間は未定

未定

実施主体 福島県 福島県

問合せ先 福島県協力金コールセンター
℡024-521-8575 （毎日９：30～17：30）

福島県一時金コールセンター
℡024-521-8572（毎日９：30～17：30）

◇飲食店等への営業時間短縮等の要請と協力金◇
①期間：１月27日（木）午後８時～２月21日（月）午前５時
②要請内容と協力金

認定店

ア
営業時間は午前５時～午後９時／酒類の提供は午後
８時まで
協力金は１日あたり2.5万円～（売上高に応じて）

イ
営業時間は午前５時～午後８時まで／酒類提供を
終日自粛
協力金は１日あたり３万円～（売上高に応じて）

非認定店
営業時間は午前５時～午後８時まで／酒類提供を
終日自粛
協力金は１日あたり３万円～（売上高に応じて）

福島県・福島市から
すべての事業者の皆様へのお願いです
１　 職場内の感染防止対策を徹底してく

ださい。
２　 ローテーション勤務や時差出勤、テレ

ワーク、オンライン会議等を活用し、
人と人との接触機会の低減にご協力
ください。

３　 出張や会議等を減らすなど、できる限
り、外出機会の低減にご協力ください。

４　 事業継続計画（BCP）の再確認や策定
をお願いします。

当所の中小企業相談所担当職員から、事業主の方に経営改善やお悩み
解決にお役立ていただくための情報を提供するコーナーです。

こちら中小企業相談所

TEL.024-536-3900
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こちら中小企業相談所

事業復活支援金について 【申請期間 2022年１月31日（月）～５月31日（火）】
　新型コロナウイルス感染症による影響が長引く中、当所には毎日、多くの会員事業所の皆様からご相談やお問合せを頂いて
おります。
　今回は、最も多いお問合せのひとつであり、現在申請が行われている「事業復活支援金」をご紹介します。コロナの影響を受
けた事業の継続・回復のための標記支援金の概要について、公表された内容についてお知らせします。
　福島商工会議所では、申請に必要な「事前確認」をはじめ、申請に関するご相談を受け付けております。ご不明な点がござい
ましたらお気軽に当所までお問合せください。

給
付
要
件

① 新型コロナウイルス感染症の拡大や長期化に伴う 需要の減少 又は 供給の制約 により大きな影響を受けていること。

② 自らの事業判断によらずに、対
・

象
・

月の売上が基
・

準
・

月の売上と比べて 50％以上 又は 30％以上50％未満 減少した
事業者

【■対象月】 
　いずれかの月の売上高 2021年11月 2021年12月 2022年１月 2022年２月 2022年３月

【●基準月】
いずれかの期間で、対象月と同
月の売上高

2020年11月 2020年12月 2021年１月 2021年２月 2021年３月
2019年11月 2019年12月 2020年１月 2020年２月 2020年３月
2018年11月 2018年12月 2019年１月 2019年２月 2019年３月

　【給付額】   基準期間（５か月）の売上高合計  −  ■対象月の売上高×５ 
※「基準期間」とは・・・【■対象月】 との比較で選んだ、【●基準月】を含む５か月（11月～翌年３月）

給
付
上
限
額

売上高減少率 個人
法人（年間売上高）（※１）

１億円以下 １億円超～５億円以下 ５億円超
△50％以上 50万円 100万円 150万円 250万円
△30％以上50％未満 30万円 60万円 90万円 150万円

（※１）基準月（2018年11月～2021年３月の間で売上高の比較に用いた月）を含む事業年度の年間売上高。

【給付額計算の例】　～個人事業者・青色申告のケース～

STEP １
売上高減少率の確認

STEP ２
給付額の計算

【申請方法】申請が困難な方向けのサポート会場が、福島トヨタビル５Fに設置されました（要予約）。
❶ 初めて申請する方

STEP １　必要書類の準備（決算書など）
STEP ２　アカウントの申請・登録 （申請IDの発番）
　　　　　※事業復活支援金ホームページ上
STEP ３　事前確認の依頼（福島商工会議所に電話）
　　　　　※申請〆切の１週間前まで対応可
STEP ４　マイページから支援金申請

❷ 申請実績がある方
「一時支援金」又は「月次支援金」を

受給されたことがある方
⬇

改めての事前確認は不
・ ・

要です。
「マイページ」で各自ご申請ください。

（お問合せ）事業復活支援金事務局　８：30～19：00 毎日対応 　 ☎0120-789-140
福島商工会議所では、会員の皆様限定で申請に必要な「事前確認」をしています。申請方法などご不明な点は、ご相談ください。

福島商工会議所 中小企業相談所　TEL024-536-3900 （https://www.fukushima-cci.or.jp/）

融資限度額
2,000万円

商工会議所の「マル経融資」
機械備品・車両等の購入、運転資金に。
詳しくは、当所までお問合せください。

無
担
保

無
保
証
人

・ 売上高減少率は40％なので給付
要件②を満たす。

・給付上限額は30万円

【■ 対象月】2022年２月／売上30万円

【● 基準月】2019年２月／売上50万円
比較 ➡

▶ 基準期間（2018年11月～2019年３月）の５か月の売上高合計が190万円の場合
　 基準期間（５か月）の売上高合計  −  ■対象月の売上高×５ ＝ 給付額
　 　　　　　190万円　　　　　 −  　　　 30万円　×５ ＝ 40万円

⬇　
※但し、給付上限額が30万円のため、給付額は30万円

比較
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販路開拓

連
載

会員事業所さんが
製造・販売する

会議用お弁当

会員事業所さんが製造・販売する会議用お弁当を紹介しています。
集中連載は今号でいったん終了しますが、当所ではコロナ禍で大
変な状況に置かれている飲食店を支援する情報を今後も随時発信
してまいります。
福島のお店の味を知って、食べて、美味しい情報をシェアして地
域経済をみんなで盛り上げていきましょう!!

肉匠　“健康志向”エゴマ豚幕の内弁当

価格（税込）　1,780円
最低注文数　１個から
配達エリア　 福島市内…7,000円以上で無料配送
　　　　　　　 伊達市、国見町、桑折町、二本松市

（20km圏内）…10,000円以上で無料
配達可能時間　10：00～19：00
配 達 料 金　7,000円未満の場合は一律1,100円
注文受付時間　 平日９：00～17：00
　　　　　　　前日15時までにお電話ください。

インガ株式会社
泉字下川原７-10　☎024-573-9023
営業時間　９：00～20：00
定 休 日　カワチ薬品福島西店に準じる

からあげの匠 南福島店　「ミックス弁当」

価格（税込）　745円
最低注文数　10個から
配達エリア　 お店より３km圏内
配達可能時間　11：00～15：00
配 達 料 金　無料
注文受付時間　前日までにお電話ください。

からあげの匠 南福島店
鳥谷野字扇田18- ５　☎024-573-0110
営業時間　11：00～21：00
定 休 日　元日

醬油味２個、うま塩味各２個入り

ふ
ろ
し
き
包
み
の
お
弁
当
で
す
。

会
議
、
セ
ミ
ナ
ー
、
お
祝
い
、
法
事

な
ど
に
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

味処みずほ　「松華堂弁当」

価格（税込）　1,000円～3,000円
最低注文数　５個から
配達エリア　 福島市旧市街（相談に応じます）
配達可能時間　11：00～13：00
配 達 料 金　無料
注文受付時間　３日前までにお電話ください。

味処みずほ
土船字中谷地48　☎024-593-2335
営業時間　11：00～14：00
定 休 日　なし

柳町冨士屋　「彩花弁当」

価格（税込）　1,100円
最低注文数　５個から
配達エリア　福島市内全域
配達可能時間　９：00～18：00
配 達 料 金　無料
注文受付時間　前日昼までにお電話ください。

弁当仕出し 柳町冨士屋
柳町３-25　☎024-522-3472
営業時間　９：00～16：00
定 休 日　火曜日

訂正：１月号でご紹介した大戸屋福島北矢野目店の電話番号（☎024-559-0255）が掲載されていませんでした。ここに訂正してお詫び申し上げます。

12

連載・職場のかんたんメンタルヘルス

INPIT 知財総合支援窓口

相談・支援は無料です

TEL 024−963−0242

知財のことならご相談ください

一般社団法人 福島県発明協会

特　許

意　匠

商　標

著作権

し
ょ
う
。
お
互
い
の
意
思
疎
通
が
で
き
、
信
頼

関
係
が
構
築
で
き
て
さ
え
い
れ
ば
、
さ
さ
い
な

こ
と
で
ト
ラ
ブ
ル
や
パ
ワ
ハ
ラ
問
題
に
発
展
す

る
こ
と
は
ま
ず
あ
り
ま
せ
ん
。

 

日
本
メ
ン
タ
ル
ア
ッ
プ
支
援
機
構
　

 

代
表
理
事
　
　
大
野
　
萌
子

◇
大
野
　
萌
子
／
お
お
の
・
も
え
こ

　
法
政
大
学
卒
。
一
般
社
団
法
人
日
本
メ
ン
タ
ル
ア
ッ
プ
支

援
機
構（
メ
ン
タ
ル
ア
ッ
プ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
資
格
認
定
機
関
）代

表
理
事
、
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
２
級
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
技
能
士
。
企
業
内
健
康
管
理
室
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と

し
て
の
長
年
の
現
場
経
験
を
生
か
し
た
、
人
間
関
係
改
善
に

必
須
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
ス
ト
レ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

な
ど
の
分
野
を
得
意
と
す
る
。
現
在
は
防
衛
省
、
文
部
科
学

省
な
ど
の
官
公
庁
を
は
じ
め
、
大
手
企
業
、
大
学
、
医
療
機

関
な
ど
で
年
間
１
２
０
件
以
上
の
講
演
・
研
修
を
行
い
、
机

上
の
空
論
で
は
な
い「
生
き
た
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
」を
提

供
し
て
い
る
。
著
書
に『
よ
け
い
な
ひ
と
言
を
好
か
れ
る
セ

リ
フ
に
変
え
る
言
い
か
え
図
鑑
』（
サ
ン
マ
ー
ク
出
版
）ほ
か

多
数
。

ボ
ー
ル
に
例
え
ら
れ
ま
す
。
意
向
を
受
け
止
め

つ
つ
、
相
手
に
伝
え
る
と
い
う
繰
り
返
し
を
イ

メ
ー
ジ
で
き
る
か
ら
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
や
り
と
り
が
、
跳
ね
返
す

や
り
と
り
の
ラ
リ
ー
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
多

い
の
で
す
。
相
手
の
言
っ
て
き
た
こ
と
を
し
っ

か
り
と
受
け
止
め
な
い
ま
ま
対
応
す
る
と
、
ト

ラ
ブ
ル
に
な
り
や
す
い
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
は
、
お
互
い
の
姿
が
き

ち
ん
と
見
え
て
い
る
フ
ラ
ッ
ト
な
場
所
で
行
う

こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
組
織
は
縦
割
り
な
の
で
、
平
ら
な

状
態
で
の
や
り
と
り
は
、
ほ
ぼ
あ
り
ま
せ
ん
。

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
は
1
階
と
2
階
、
も
し
く
は

も
っ
と
高
い
位
置
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
わ
け
で

す
。
下
か
ら
は
相
手
の
位
置
が
よ
く
見
え
な

か
っ
た
り
す
る
の
で
、
ボ
ー
ル
を
投
げ
上
げ
る

た
め
に
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
も

必
要
で
す
。
ま
た
、
上
か
ら
強
く
投
げ
つ
け
た

り
、
取
り
に
く
い
場
所
に
投
げ
た
り
す
れ
ば
、

下
に
い
る
相
手
は
受
け
止
め
る
こ
と
さ
え
で
き

ず
、
気
持
ち
が
疲
弊
し
て
い
き
ま
す
。

リ
ー
ダ
ー
の
方
々
は
ぜ
ひ
、
こ
の
キ
ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル
の
図
式
を
意
識
し
て
い
た
だ
き
、
上
か

ら
の
ボ
ー
ル
を
ど
の
よ
う
に
投
げ
た
ら
よ
い
の

か
を
念
頭
に
関
わ
り
方
を
意
識
し
て
い
き
ま

「
風
通
し
の
良
い
職
場
づ
く
り
」

お
互
い
に
意
見
や
思
い
を
過
不
足
な
く
伝
え

ら
れ
る
、
立
場
の
垣
根
な
く
安
心
で
き
る
や
り

と
り
が
で
き
る
こ
と
が
、
業
務
の
ス
ム
ー
ズ
な

遂
行
と
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

会
社
組
織
は
上
下
関
係
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、

指
示
命
令
系
統
で
動
き
ま
す
。
す
る
と
伝
達
は

上
か
ら
下
へ
の
一
方
向
に
偏
り
が
ち
で
す
。
こ

こ
で
強
く
言
う
と
パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
の
問
題
に
な

る
の
で
は
と
憂
慮
し
て
、
曖
昧
な
ど
ち
ら
と
も

取
れ
る
よ
う
な
言
い
方
を
し
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
指
示
命
令
を
遠
慮
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。
具
体
的
に
は
っ
き
り
と
誰
で
も
分

か
る
よ
う
に
率
直
に
伝
え
な
け
れ
ば
、
受
け
た

方
は
迷
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
、
配
慮
は

必
要
で
す
。
や
る
べ
き
こ
と
を
伝
え
た
上
で
、

何
か
あ
れ
ば
話
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
フ
ォ

ロ
ー
体
制
が
あ
る
こ
と
を
同
時
に
示
す
こ
と
で

す
。「
○
○
が
難
し
い
よ
う
な
ら
相
談
し
て
」「
分

か
り
に
く
け
れ
ば
補
足
し
ま
す
」な
ど
の
ひ
と

言
を
添
え
ら
れ
る
と
い
い
で
す
ね
。
も
ち
ろ
ん
、

言
葉
だ
け
で
な
く
、
相
手
が
話
し
や
す
い
よ
う

な
態
度
を
同
時
に
示
す
こ
と
も
必
要
で
す
。

よ
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
キ
ャ
ッ
チ
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福島商工会議所女性会 圓・青年部トピックス

まどか

福
島
商
工
会
議
所

女
性
会

緑
と
花
の
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
中

あ
づ
ま
総
合
運
動
公
園
に

パ
ン
ジ
ー
を
植
栽

年
11
月
12
日
に
は
、（
公
財
）福
島
県
都

市
公
園
・
緑
化
協
会
職
員
４
名
と
会
員

11
名
で
、
あ
づ
ま
総
合
運
動
公
園
の
い
ち
ょ
う

並
木
付
近
の
円
形
花
壇
に
パ
ン
ジ
ー
の
花
苗
を

植
栽
し
ま
し
た
。

　
同
協
会
で
は
、
女
性
会
と
の
連
携
で
推
進
し

て
き
た
事
業
を
紹
介
す
る
看
板
を
、
運
動
公
園

の
奥
に
あ
る
作
業
場
付
近
に
設
置
す
る
予
定
が

あ
る
そ
う
で
す
。

昨

花
時
計
が

「
雪
だ
る
ま
」に
変
身
!?

Ｒ
福
島
駅
東
口
駅
前
広
場
に
あ
る
花
時

計
の
植
え
替
え
を
12
月
14
日
に
実
施
し
、

福
島
明
成
高
校
生
産
科
園
芸
コ
ー
ス
の
２
年
生

11
名
と
会
員
18
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
葉
ボ
タ
ン
と
ビ
オ
ラ
６
４
８
株
で
表
現
し
た

の
は
雪
だ
る
ま
。
赤
と
白
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が

と
て
も
美
し
く
華
や
か
な
雪
だ
る
ま
に
仕
上
が

り
ま
し
た
。

　
今
回
で
植
え
替
え
作
業
は
50
回
目
を
迎
え
ま

し
た
。

　
１
月
に
は
、
福
島
市
内
在
住
の
ご
夫
婦
が
花

時
計
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
、
そ
の
感
想
を
ご

主
人
が
川
柳
に
託
し
て
い
た
と
の
記
事
を
福
島

民
報
で
拝
読
し
、
大
変
励
ま
さ
れ
ま
し
た
。

　
花
時
計
が
こ
れ
か
ら
も
ほ
っ
と
一
息
つ
け
る

場
所
と
な
る
よ
う
今
後
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｊ

あづま総合運動公園・いちょう並木付近の円形花壇に
パンジーを植栽。手つきも慣れたものです。

木幡市長（前列左から４人目）も駆けつけてくださり、女性と若
者が活躍しながら取り組む花時計の記念すべき50回目の植替え
を激励してくださいました。
※写真撮影時のみマスクを外しています。

青
年
部
ト
ピ
ッ
ク
ス

U
RL  http://w

w
w

.fyeɡ.jp/

福島商工会議所青年部 会員募集中!!

◇
今
で
き
る
こ
と
に
挑
戦

　
福
島
商
工
会
議
所
青
年
部（
Ｙ

Ｅ
Ｇ
）は
昭
和
60
年
の
設
立
以
来
、

福
島
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

様
々
な
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
近
年
で
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の
連
続

テ
レ
ビ
小
説「
エ
ー
ル
」の
誘
致
活

動
や
福
島
わ
ら
じ
ま
つ
り
開
催
へ
の

協
力
、
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
開

発
事
業
な
ど
を
手
掛
け
て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
い
う

大
き
な
困
難
へ
立
ち
向
か
い
、
常

に
前
進
し
続
け
な
が
ら
青
年
経
済

人
と
し
て
今
で
き
る
こ
と
に
挑
戦

し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
結
果
、
仲
間
と
の
強
い
絆

が
生
ま
れ
、
そ
の
絆
が
次
の
事
業

の
原
動
力
と
な
る
理
想
的
な
団
体

に
進
化
中
で
す
。

◇
福
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
楽
し
い

　
多
く
の
諸
先
輩
や
現
役
メ
ン

バ
ー
が「
福
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
楽
し
い
」

と
言
い
ま
す
。
そ
の
楽
し
さ
と
は
、

決
し
て
享
楽
的
な
も
の
で
は
な
く
、

「
ま
ち
」の
た
め
、「
他
人
」の
た
め

に
何
か
を
し
よ
う
と
い
う
高
い
志

か
ら
生
ま
れ
て
く
る
も
の
だ
と
思

い
ま
す
。

　
趣
旨
に
賛
同
さ
れ
る
方
の
ご
入

会
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

福
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

設
　
　
立
　
１
９
８
５（
昭
和
60
年
）４
月

会
員
数
　
１
０
０
名（
令
和
４
年
１
月
末
現
在
）

活
　
　
動

会
員
は
一
つ
の
委
員
会
に
所
属
し
、
各
委
員

会
の
年
間
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
会
員
と
と
も
に

活
動
し
ま
す
。

・
委
員
会
　
毎
月
１
回
　

・
定
例
会
　
　
　

〃

青
年
経
営
者
と
し
て
の
資
質
向
上
を
図
る
た

め
の
各
種
セ
ミ
ナ
ー
や
講
演
会
の
開
催
、
研

修
や
親
睦
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

入
会
金
　
無
料

年
会
費
　
５
万
円

こ
の
ほ
か
に
所
属
す
る
委
員
会
の
活
動
費
が

別
途
発
生
し
ま
す
。

入
会
資
格

福
島
商
工
会
議
所
の
会
員
お
よ
び
趣
旨
に
賛

同
す
る
事
業
者
の
経
営
者
お
よ
び
そ
の
後
継

者
ま
た
は
幹
部
社
員
で
、
年
齢
は
満
20
歳
以

上
満
48
歳
未
満

お
問
合
せ
　
福
島
商
工
会
議
所
地
域
振
興
課

　
　
　
　
　
℡
０
２
４
―
５
７
２
―
７
１
１
８

今できることに一緒に挑戦しよう!!
入会を心よりお待ちしています

（写真：2021年12月定例会。撮影時のみマスクを外しました）
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会議所のうごき

〒960ｰ8251福島市北沢又字上日行壇3-36

福島でつくる電気で、地元と地球のあしたをパッと明るく、ワッと元気に。
「ふくしまワット」は、CO2フリーエネルギーがベースの電気プランです。
その源は、ここ福島を包み込む太陽や風、水などの大自然のエネルギー。

使う人がどんどん増えるほど、みるみる環境負荷が減っていく。

地域一丸となってコロナ禍を乗り越えようと
決意を述べる渡邊会頭（写真中央）

会
議
所
の

う
ご
き
KAIGISHO

NO
UGOKI

福
島
市
新
年
市
民
交
歓
会

　
福
島
市
と
合
同
で
２
年
ぶ
り
に
開
催
し
、

５
０
０
名
が
参
加
し
た
。
木
幡
浩
市
長
、
渡
邊
博

美
会
頭
に
よ
る
主
催
者
挨
拶
に
続
き
、
内
堀
雅

雄
県
知
事
が
来
賓
を
代
表
し
て
祝
辞
を
述
べ
た
。

　
ワ
ク
チ
ン
・
検
査
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
導
入
し
て

受
付
体
制
を
強
化
し
た
ほ
か
、
飲
食
提
供
も
見

送
り
、
感
染
拡
大
防
止
に
努
め
て
開
催
し
た
。

1月

4日

生
産
性
向
上
支
援

訓
練
セ
ミ
ナ
ー

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
、
変
化
に
対
応

し
た
商
売
を
目
指
す
た
め
に
必
要
な
視
点
や
実

践
的
な
手
法
を
イ
ー
ン
ス
パ
イ
ア
㈱
代
表
取
締

役
で
ネ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
・
ア
ナ
リ
ス
ト
の
横
田

秀
珠
氏
が
解
説
し
、
２
日
間
で
の
べ
40
名
が
受

講
し
た
。

　
受
講
者
は
横
田
氏
の
具
体
的
な
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用

方
法
を
聴
講
し
、
ス
マ
ホ
で
す
ぐ
に
試
す
姿
も

見
ら
れ
た
。

1月

6日・7日

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
へ
の

対
応
講
習
会

　
２
０
２
３
年
10
月
か
ら
始
ま
る
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
の
基
礎
や
適
格
請
求
書（
イ
ン
ボ
イ
ス
）発

行
事
業
者
登
録
制
度
、
電
子
帳
簿
保
存
制
度
な

ど
に
関
す
る
実
務
対
応
を
税
理
士
法
人
ト
リ
プ

ル
・
ウ
イ
ン
顧
問
の
星
叡
氏
が
解
説
し
た
。

　
基
礎
編
と
実
務
編
合
わ
せ
て
の
べ
58
名
が
受

講
し
た
。

　
今
回
の
制
度
改
正
を
め
ぐ
っ
て
は
、
昨
年
10

月
か
ら
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
の
登
録
が
始

ま
っ
て
い
る
ほ
か
、
特
に
免
税
事
業
者
に
と
っ
て

今
後
の
取
引
に
関
連
す
る
重
要
な
制
度
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
当
所
は
今
後
も
本
制
度
に
関
す
る

講
習
会
を
随
時
開
催
す
る
。

1月

13日

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ま
ち
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー

　
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
手
法
を
用
い
て
、
空
き

家
・
空
き
店
舗
な
ど
の
遊
休
不
動
産
を
再
生
す
る

手
法
で
全
国
各
地
で
ま
ち
の
賑
わ
い
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
き
た
、
㈱
ら
い
お
ん
建
築
事
務
所
の
嶋

田
洋
平
社
長
が
講
演
し
、
50
名
が
聴
講
し
た
。

　
嶋
田
社
長
は
、
空
き
店
舗
は
可
能
性
に
満
ち

た
空
間
資
源
だ
と
指
摘
し
、
地
域
の
可
能
性
を

1月

21日

「今あるものを活かしながら、必要に応じて時
代に適した在り方に変えることが新たな魅力
をつくる」と解説した嶋田氏

発
掘
し
て
組
み
合
わ
せ
る
た
め
の
仕
掛
け
づ
く

り
の
極
意
を
解
説
し
た
。

　
お
知
ら
せ

　
ラ
ジ
オ
番
組

呑
ん
de
食
う
ポ
ン
３
／
31
ま
で
延
長

　
福
島
県
全
域
に
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措

置
が
適
用
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
２
月
28
日

ま
で
と
し
て
い
た
使
用
期
限
を
３
月
31
日

ま
で
延
長
し
ま
す
。
参
加
店
で
使
え
る「
会

員
限
定
プ
レ
ミ
ア
ム
飲
食
券
」も
同
様
と
し

ま
す
。

お
問
合
せ

　
地
域
振
興
課
　
☎
５
７
２
―
７
１
１
８

ラ
ジ
オ
福
島「
エ
ー
ル
で
結
ぶ
、

友
と
創
っ
た
古
関
メ
ロ
デ
ィ（
仮
）」

放
送
日
　
２
月
28
日（
月
）

　
　
　
　
19
時
30
分
～
20
時

　
古
関
裕
而
を
育
ん
だ“
福
島
三
羽
烏
”が

作
曲
人
生
で
出
逢
う
人
々
の
ス
ト
ー
リ
ー

を
探
り
ま
す
。



相馬・米沢広域観光情報
　東北中央自動車道の全線開通に向けて長年取り組んできた福島・相馬・米沢の３商工会議
所では、３都市間の交流人口の拡大を図るため、各市のイベントや旬の情報を紹介しています。
　お出掛けの際は最新情報をチェックし、各施設等の新型コロナウイルス感染症防止策に
従ってください。

祝！ 東北中央自動車道　相馬～福島～米沢 全線開通
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相馬・米沢広域観光情報

福
島
商
工
会
議
所

　ふ
く
し
ま
二
月
号

発

　行	

令
和
四
年
二
月
十
日

　
　
　
　
　第
八
二
一
号

　
　
　
　
　福
島
商
工
会
議
所

　
　
　
　
　〒
九
六
〇
︱
八
〇
五
三

　
　
　
　
　福
島
市
三
河
南
町
一
︱
二
〇

　
　
　
　
　☎（
〇
二
四
）五
三
六
︱
五
五
一
一

印
刷
所	

㈱
日
進
堂
印
刷
所

編
集
後
記

　
江
戸
時
代
の
識
字
率
の
高

さ
を
支
え
た
寺
子
屋
制
度
。

武
家
の
子
女
だ
け
で
な
く
農

民
、
商
人
も
計
算
を
楽
し
み
、

算
術
は
一
種
の
ブ
ー
ム
だ
っ
た

そ
う
で
す
。

　
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
各
文
明
か
ら
そ
ろ
ば
ん

の
原
器
と
な
る
遺
物
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

人
類
が
自
他
を
知
る
ツ
ー
ル
と
し
て
数
字
と

格
闘
し
て
き
た
歴
史
が
そ
こ
に
あ
り
ま
す
。

　
年
度
末
を
迎
え
、
何
を
思
い
な
が
ら
電
卓

を
叩
い
て
い
ま
す
か
。「
も
っ
と
数
字
が
上

が
っ
た
は
ず
な
の
に
…
」「
来
期
は
こ
れ
く
ら

い
売
る
ぞ
！
」。
そ
の
数
字
の
裏
付
け
が
欲

し
く
な
っ
た
ら
商
工
会
議
所
に
相
談
し
ま
せ

ん
か
。 

（
朋
）

新生「夢そうま」
　相馬の地酒「夢そうま」がこの度リニューアルされ更
に美味しくなりました。「夢そうま」は、相馬市の美味
しいお米と水をアピールするため、相馬商工会議所が
企画した「相馬ブランド酒」です。相馬市八幡地区で栽
培された福島県酒米「夢の香」を100％（麹米）使用。「芳
醇辛口 喉ごしの極」をキャッチフレーズに日本酒度＋
３、酸度1.5と端麗の中、味わいも楽しめます。相馬の
お土産にご利用ください。

〇小売価格
　  720㎖：1,338円（税抜）
　1800ℓ：2,603円（税抜）

【お問合せ】
○和田屋酒店
　（0244-35-3158）
　〒976-0042
　相馬市中村字大町86
○福島県酒類卸㈱福島支店
　（024-545-8020）
　〒960-1196
　福島市大森字宮ノ前25−２
○福島県南酒販㈱福島支店（024-594-2720）
　〒960-2154　福島市佐倉下字金沢３-５

【事務局】
　相馬地酒推進協議会
　相馬市中村字桜ヶ丘71　☎0244-36-3171

第45回上杉雪灯篭まつり
開催内容変更についてのご案内

　１月号の観光情報で当まつりの通常開催をご案内い
たしましたが、新型コロナウイルス感染症の全国的な
感染拡大を受け、今年は規模縮小（一部内容変更）をし
て開催することになったことをご案内します。

■日　時　２月12日（土）　11：00～21：00
　　　　　　　13日（日）　11：00～20：00
　※プレ点灯　２月11日（金）　17：30～
■会　場　上杉神社境内、松が岬公園一帯
■内　容　雪灯篭の点灯（１月26日現在）

※ テント村物産展やステージイベント等の感染リスク
が高いイベントについては全て中止とします。

■その他
新規感染者数の急激な増加やまん延防止等重点措置
が講じられた場合は中止となる場合がございます。
最新の情報は下記HPからご確認ください。
■HP【上杉雪灯篭まつり公式ホームページ】

http://yukidourou.yonezawa-matsuri.jp/
※ おまつり当日はマスクの着用、手指消毒および検温

の徹底にご協力ください。
■お問合せ　

☎0238-22-9607（上杉雪灯篭まつり実行委員会）

相馬 米沢

　2022明治安田生命J3リーグに
所属する福島ユナイテッドFC。
　今シーズンから新たに指揮を執
る服部年宏監督と選手、スタッフ
が一丸となってJ2ライセンスの取
得をはじめ悲願のJ3優勝を目指し
ます。
　地域の皆様の熱い声援
をよろしくお願いいたし
ます!!

福島ユナイテッドFC
2022シーズン始動!!


